
蕨
市
議
会
・
六
月
定
例
会

三
月
定
例
会
が
六
月
一
日
か
ら
六
月
十
九
日
ま
で
の
十
九
日
間
の

日
程
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
市
長
提
出
議
案
十
件
、
議
員
提
出
議
案
二
件

に
つ
い
て
審
議
を
し
ま
し
た
。

公
明
党
蕨
市
議
団
は
、
議
案
の
一
件
一
件
に
対
し
て
市
民
の
立
場

か
ら
、生
活
者
優
先
の
住
み
よ
い
活
力
の
あ
る
街
づ
く
り
を
目
指
し
て
、

常
任
委
員
会
・
一
般
質
問
に
お
い
て
徹
底
的
に
論
陣
を
張
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
討
論
・
採
決
を
行
い
閉
会
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
21
年
度
補
正
予
算
に
よ
っ

て
、
日
本
の
が
ん
検
診
受
診
率
を
50

％
に
上
げ
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
、

女
性
特
有
の
が
ん
対
策
が
講
じ
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
施
策
に
よ
り
、
全
国
の
市
区

町
村
で
、
前
年
度
に（
２
０
０
８
年

４
月
２
日
か
ら
２
０
０
９
年
４
月
１

日
）20
、
25
、
30
、
35
、
40
歳
に
な

っ
た
方
に
は
「
子
宮
頸
が
ん
」
検
診
、

40
、
45
、
50
、
55
、
60
歳
に
な
っ
た

方
に
は
「
乳
が
ん
」
検
診
を
受
け
て

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
対
象
と
な
る
方
に
、「
検

診
手
帳
」
が
配
布
さ
れ
、「
無
料
ク
ー

ポ
ン
」
が
発
行
さ
れ
ま
す
。

が
ん
は
、
わ
が
国
に
お
い
て
昭
和

56
年
か
ら
死
亡
原
因
の
第
一
位
で
あ

り
、
が
ん
に
よ
る
死
亡
者
数
は
、
年

間
30
万
人
を
超
え
る
状
況
で
す
。
し

か
し
、診
断
と
治
療
の
進
歩
に
よ
り
、

一
部
の
が
ん
で
は
、
早
期
発
見
・
早

期
治
療
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

が
ん
に
よ
る
死
亡
者
を
減
少
さ
せ
る

た
め
に
は
、
が
ん
検
診
の
受
診
率
を

向
上
さ
せ
、
が
ん
を
早
期
に
発
見
す

る
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
と
鑑

み
、
特
に
女
性
特
有
の
が
ん
検
診
に

つ
い
て
は
、
検
診
受
診
率
が
低
い
こ

と
か
ら
、
女
性
の
活
力
と
安
心
を
担

保
と
し
、
ま
た
未
来
へ
の
投
資
に
繋

が
る
子
育
て
支
援
の
一
環
と
し
て
、

今
般
の
経
済
危
機
対
策
と
し
て
補
正

予
算
に
計
上
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　

健
診
で
防
げ
る
。
な
の
に
、

�

受
診
率
は
た
っ
た
の
24
％

米
英
で
は
８
〜
９
割
の
女
性
が
、

子
宮
頸
が
ん
の
検
診
を
受
け
て
い
る

の
に
対
し
て
、
日
本
で
は
、
わ
ず
か

20
％
前
後
と
、と
て
も
低
い
の
で
す
。

ま
た
、「
予
防
ワ
ク
チ
ン
」
が
開
発
さ

れ
、
既
に
、
世
界
１
０
０
カ
国
以
上

で
、予
防
接
種
を
受
け
ら
れ
ま
す
が
、

日
本
で
は
ま
だ
承
認
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。一

般
的
な
検
診
は
、
子
宮
頸
部
の

表
面
の
細
胞
を
綿
棒
な
ど
の
器
具
で

軽
く
こ
す
り
取
る
と
て
も
簡
単
な
も

の
で
す
。
短
時
間
で
痛
み
は
ほ
と
ん

ど
な
く
、
検
診
を
受
け
た
こ
と
が
な

い
人
も
、
怖
が
ら
ず
気
軽
に
受
け
ら

れ
ま
す
。

子
宮
頸
が
ん
は
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ

ン
と
検
診
を
受
け
て
い
れ
ば
、
ほ
ぼ

１
０
０
％
予
防
で
き
る
が
ん
な
の
で

す
。

　

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
は

�

国
際
基
準
で
す

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
に
よ
る
検
診

は
、
乳
が
ん
死
亡
率
を
減
ら
す
と
い

う
意
味
で
、
有
効
で
あ
る
こ
と
が
科

学
的
に
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
多
く

の
先
進
諸
国
で
は
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ

ィ
に
よ
る
乳
が
ん
検
診
が
推
奨
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
乳
が
ん
死

亡
率
が
減
少
し
始
め
て
い
ま
す
。

わ
が
国
で
は
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

に
よ
る
受
診
率
は
２
％
程
度
に
す
ぎ

ま
せ
ん
。
こ
の
結
果
、
乳
が
ん
発
生

率
が
増
加
し
、
比
例
し
て
乳
が
ん
死

亡
率
も
増
加
し
続
け
て
い
ま
す
。

40
歳
を
過
ぎ
た
ら
、
年
に
１
回
は

検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

受
診
率
は
わ
ず
か
20
％
程
度

日
本
で
は
、
乳
が
ん
検
診
の
受
診

率
が
約
20
％
と
、
欧
米
の
受
診
率
70

〜
80
％
と
比
べ
て
非
常
に
低
く
な
っ

て
い
ま
す
。
欧
米
で
は
、
乳
が
ん
に

よ
る
死
亡
が
減
っ
て
い
る
の
に
、
日

本
で
は
増
え
続
け
て
い
る
理
由
の
ひ

と
つ
が
、
こ
の
受
診
率
の
低
さ
に
あ

る
と
い
え
ま
す
。

妊
婦
健
康
診
査
５
回
か
ら
14
回

昨
年
皆
様
に
、
ご
署
名
を
頂
き
妊

産
婦
健
康
診
査
が
５
回
に
な
り
ま
し

た
。今

年
度
は
、
公
明
党
が
積
極
的
に

国
へ
働
き
か
け
て
、
14
回
ま
で
無
料

で
健
診
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

本
事
業
に
よ
り
、
が
ん
検
診
受
診

率
の
向
上
が
図
ら
れ
、
も
っ
て
死
亡

率
の
減
少
に
資
す
る
と
考
え
ま
す
。

子
宮
頸
が
ん
、
乳
が
ん
の
検
診
対

象
年
齢
と
な
る
年
齢
か
ら
5
歳
刻
み

に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
っ
た
受
診
勧
奨

を
行
い
、
こ
れ
ま
で
検
診
機
会
の
な

か
っ
た
方
に
も
、
現
存
の
制
度
の
中

で
受
診
を
促
す
施
策
と
し
て
実
施
す

る
も
の
で
す
。

ま
た
年
代
的
な
偏
り
が
な
い
よ
う

隙
間
年
齢
の
方
へ
受
診
す
る
こ
と
へ

の
認
知
も
誘
発
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
今
回
の
措
置
は
、
単

年
度
事
業
で
あ
り
、
本
施
策
の
成
果

を
踏
ま
え
つ
つ
、
事
業
の
継
続
に
つ

い
て
は
検
討
し
て
い
く
予
定
に
な
っ

て
い
ま
す
。

各種相談窓口
〈新型インフルエンザ〉

・�新型インフルエンザ相談窓口�
平日／午前8時30分〜午後5時15分�
川口保健所　☎ 048-262-6111

�・�蕨保健センター�
�平日／午前8時30分〜午後5時15分�
☎ 048-431-5590

診療体制について
※ 原則としてすべての医療機関において診療を行う体制に移行します。
※ �発熱等の症状がある場合は、かかりつけ等の一般医療機関を受診していただきます。
※ 受診にあたっては、事前に電話連絡の上、必ずマスクを着用するなど感染の拡大防止に努めていただきます。

◇かかりつけの医療機関がない場合などにご利用ください。
・埼玉県救急医療情報センター　☎ 048-824-4199（良い救急）（電話による県民案内：24時間対応）
・埼玉県小児救急電話相談　☎ ♯8000

〈妊産婦健診・子宮がん・乳がんクーポン券等について〉
・�蕨保健センター　�平日／午前8時30分〜午後5時15分　☎ 048-431-5590

〈子育て応援特別手当〉
・健康福祉部　児童福祉課　児童福祉係　☎ 048-433-7757

〈定額給付金〉
・�総務部　政策企画室　定額給付金担当�
住所：蕨市中央1-8-5　定額給付金事務所（旧再開発事務所）　☎ 048-445-3991

公
明
党
の
強
い
要
望
に
よ
り

子
宮
頸
が
ん
、乳
が
ん
の
検
診
に

�

無
料
ク
ー
ポ
ン
を
発
行
！

●中小企業減税を拡充　●中小企業の活動を支援
●欠損金繰戻し還付の復活　●次代の経営者へ事業継承がさらにスムーズに

中小企業関係税制を拡充
税制面から中小企業を幅広く支援

●休業手当等の最大90%を助成　●高齢者の雇用を守るため最大で160万円助成

●障がい者・高年齢者等の雇い入れを支援　最大で240万円助成
●65歳以上の離職者の雇い入れを支援　最大で90万円助成

中小企業の雇用対策を充実
雇用を守る！

雇用をつくる！

●緊急保証保証枠が30兆円に拡大　●セーフティネット貸付枠が15.4兆円に拡大
●経営改善を図るため融資制度がさらに拡充

●緊急保証制度
建設・不動産業を営むすべての中小企業者は、一定の要件を満たせば、
一般保証とは別枠で金融機関から融資を受けることができます。
◆無担保・無保証で8,000万円まで保証（信用保証協会の100%保証）
◆普通保証で2億円まで保証（信用保証協会の100%保証）

中小企業の資金繰り支援策がさらに拡大！

住宅・不動産に携わる中小企業を守る

中小企業の金融支援が拡充

2009年7月



一
般
質
問
・
要
旨

松
本　

徹 

議
員

（
問
）
景
気
の
底
割
れ
を
防
ぎ
、
現
下
の
経
済
危

機
を
克
服
し
、
さ
ら
に
は
市
民
生
活
を
守
る
と
い

う
施
策
に
重
点
を
置
い
た
国
の
新
経
済
対
策
予
算

に
対
す
る
市
の
対
応
、
並
び
に
、
そ
れ
に
付
随
す

る
補
助
金
、
基
金
等
の
有
効
活
用
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

（
答
）
当
市
に
お
い
て
「
地
域
活
性
化
・
経
済
危

機
対
策
臨
時
交
付
金
」
は
、
緊
急
性
の
高
い
事
業

や
長
年
の
課
題
と
さ
れ
な
が
ら
も
財
源
確
保
が
困

難
な
た
め
、
着
手
で
き
な
か
っ
た
事
業
を
抽
出
し

た
う
え
で
、
国
の
経
済
危
機
対
策
の
趣
旨
に
合
致

す
る
事
業
を
選
定
す
べ
く
県
を
通
じ
て
協
議
を

行
っ
て
い
ま
す
。

次
に
、
地
域
で
の
雇
用
の
創
出
に
つ
な
が
る

「
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
基
金
事
業
」
お
よ
び
「
緊

急
雇
用
創
出
基
金
事
業
」
に
関
わ
る
事
業
費
補
助

金
は
、離
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
非
正
規
労
働
者
、

中
高
年
齢
者
等
の
次
の
雇
用
へ
の
創
出
を
目
的
と

す
る
も
の
で
す
。
事
業
方
式
に
つ
い
て
は
、
委
託

事
業
、
直
接
実
施
事
業
と
も
に
可
能
で
あ
り
雇
用

期
間
は
２
ケ
月
以
上
６
ケ
月
未
満
と
な
っ
て
い
る

の
で
、
本
市
の
市
民
生
活
の
改
善
に
役
立
て
る
と

と
も
に
地
域
活
性
化
、
地
域
課
題
解
決
の
好
機
と

も
と
ら
え
現
在
、
全
庁
で
取
り
組
み
を
進
め
て
お

り
ま
す
。

（
問
）
定
額
給
付
金
・
子
育
て
応
援
特
別
手
当
事

業
の
進
捗
状
況
と
妊
婦
一
般
健
康
診
査
事
業
の
拡

充
に
つ
い
て

（
答
）「
定
額
給
付
金
」
に
つ
い
て
は
、
６
月

８
日
現
在
、
申
請
件
数
は
２
万
９
、４
２
９

件
と
な
っ
て
お
り
、
全
体
の
約
83
％
の
方
か

ら
申
請
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら

の
申
請
に
基
づ
き
給
付
さ
れ
た
件
数
は
、
６

月
８
日
現
在
で
２
万
８
、２
５
２
件
、
総
額

９
億
５
３
６
万
２
、０
０
０
円
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
今
も
っ
て
定
額
給
付
金
の
申
請
を
さ

れ
て
い
な
い
方
に
対
し
て
は
、
定
額
給
付
金
の
申

請
期
限
は
10
月
15
日
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
今

後
も
申
請
の
呼
び
か
け
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

「
子
育
て
応
援
特
別
手
当
」
に
つ
い
て
は
、
本
年

２
月
１
日
現
在
で
該
当
児
童
の
い
る
６
９
９
世
帯

に
対
し
、
４
月
９
日
に
申
請
書
を
発
送
し
、
４
月

15
日
か
ら
順
次
受
付
を
開
始
し
、
６
月
８
日
現
在

の
申
請
状
況
は
６
５
７
世
帯
で
申
請
率
93
・
７
％

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
現
在
ま
で
に
申
請

さ
れ
て
い
な
い
世

帯
に
対
し
ま
し
て

は
個
別
に
通
知
を

発
送
す
る
準
備
を

し
て
い
ま
す
。

次
に
、「
妊
婦
一

般
健
康
診
査
事
業

の
拡
充
」
に
つ
い

て
は
、
市
と
い
た

し
ま
し
て
も
本
年
４
月
か
ら
従
来
の
５
回
か
ら
14

回
へ
と
公
費
助
成
を
拡
大
し
ま
し
た
。 

健
診
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
妊
娠
初
期
か
ら
23
週
ま
で
が
４

週
間
に
１
回
で
４
回
分
、
24
週
か
ら
35
週
ま
で
は

２
週
間
に
１
回
で
６
回
分
、
そ
し
て
、
36
週
か
ら

出
産
ま
で
は
週
１
回
で
４
回
分
で
あ
り
、
健
診
内

容
と
し
ま
し
て
は
、基
本
的
な
健
康
診
査
と
し
て
、

問
診
及
び
診
察
、
血
圧
・
体
重
測
定
、
尿
検
査
、

血
液
検
査
な
ど
で
、
こ
の
ほ
か
に
妊
娠
後
期
に
は

35
歳
以
上
の
方
に
は
超
音
波
検
査
が
実
施
さ
れ
て

お
り
ま
し
た
が
、
今
回
の
拡
充
に
よ
り
、
年
齢
に

か
か
わ
ら
ず
、
超
音
波
検
査
が
受
け
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

（
問
）
行
政
基
盤
の
再
構
築
を
目
指
す
蕨
市
行
政

経
営
戦
略
プ
ラ
ン
の
推
進
項
目
と
し
て
位
置
づ
け

ら
れ
た
公
共
施
設
の
再
整
備
・
再
配
置
計
画
に
つ

い
て
、
そ
の
後
ど
の
よ
う
に
検
討
さ
れ
た
の
か
。

（
答
）「
再
整
備
・
再
配
置
」
に
つ
い
て
は
、
耐
震

性
の
問
題
や
老
朽
化
の
進
行
な
ど
特
に
必
要
性
が

高
い
小
学
校
と
市
庁
舎
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
庁

内
に
検
討
組
織
を
設
置
し
詳
細
の
検
討
を
進
め
て

い
ま
す
。
ま
た
、「
維
持
保
全
」
に
つ
い
て
は
、

昨
年
４
月
に
取
り
ま
と
め
た
市
政
検
証
委
員
会
報

告
書
に
お
い
て
、「
市
政
に
お
け
る
取
り
組
み
の

優
先
順
位
を
高
め
、
そ
の
た
め
の
財
源
確
保
に
努

め
る
」
と
の
対
応
方
針
を
出
し
、
耐
震
補
強
工
事

及
び
そ
の
他
の
施
設
改
修
工
事
に
つ
い
て
、
い
っ

そ
う
財
源
の
確
保
に
努
め
な
が
ら
実
施
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

（
問
）
視
覚
障
が
い
者
支
援
の
一
環
で
あ
る
視
覚

障
害
者
等
情
報
支
援
緊
急
基
盤
整
備
事
業
の
市
に

お
け
る
現
状
と
今
後
の
計
画
に
つ
い
て

（
答
）
視
覚
障
害
者
等
情
報
支
援
緊
急
基
盤
整
備

事
業
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
事
業
は
、

障
害
者
自
立
支
援
対
策
臨
時
特
例
交
付
金
に
よ
る

特
別
対
策
事
業
と
し
て
、
平
成
19
年
度
及
び
20
年

度
に
市
町
村
が
行
う
情
報
支
援
基
盤
整
備
事
業
に

対
し
て
、
県
が
補
助
金
を
交
付
す
る
も
の
で
、
障

害
の
あ
る
方
に
対
す
る
情
報
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
一

層
促
進
す
る
た
め
、
情
報
支
援
機
器
等
を
整
備
し

情
報
支
援
の
充
実
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
さ

れ
て
お
り
、
補
助
率
は
10
割
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
平
成
20
年
度
に
こ
の
補
助
制
度
を
利
用

し
て
、
窓
口
業
務
の
円
滑
化
の
た
め
の
拡
大
読
書

器
や
筆
談
用
ボ
ー
ド
等
と
、
図
書
館
に
お
い
て
デ

ジ
タ
ル
図
書
を
作
成
す
る
た
め
の
機
器
や
視
覚
障

害
者
用
の
ポ
ー
タ
ブ
ル
レ
コ
ー
ダ
ー
な
ど
を
購
入

し
、
障
害
の
あ
る
方
の
情
報
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
役

立
て
て
お
り
ま
す
。

高
橋　

悦
朗 

議
員

（
問
）
２
兆
円
を
越
え
る
家
計
緊
急
支
援
対
策
費

に
よ
る
定
額
給
付
金
、
子
育
て
応
援
特
別
手
当
、

出
産
育
児
・
一
時
金
の
増
額
、
妊
婦
健
康
診
査
臨

時
特
例
交
付
金
、
介
護
従
事
者
処
遇
改
善
臨
時
交

付
金
、
障
害
者
自
立
支
援
対
策
特
別
交
付
金
、
地

域
活
性
化
・
生
活
対
策
臨
時
交
付
金
な
ど
国
の
総

力
を
上
げ
た
、
矢
継
ぎ
早
の
史
上
最
大
の
経
済
対

策
に
呼
応
し
て
、我
が
市
も
時
を
逃
す
こ
と
な
く
、

適
切
か
つ
大
胆
に
次
の
一
手
を
打
っ
て
い
く
こ
と

が
重
要
と
な
り
ま

す
。そ

こ
で
、
女
性

の
健
康
支
援
・
が

ん
対
策
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
、
が

ん
検
診
の
効
果
や

必
要
性
な
ど
の
情

報
提
供
に
ど
の
よ
う
に
取
組
ん
で
い
る
の
か
伺
い

ま
す
。

新
経
済
対
策
で
は
、
子
宮
頸
が
ん
で
は
20
歳
か

ら
40
歳
ま
で
、
乳
が
ん
は
40
歳
か
ら
60
歳
の
間
、

そ
れ
ぞ
れ
５
歳
刻
み
の
対
象
者
に
検
診
手
帳
・
無

料
ク
ー
ポ
ン
の
発
行
な
ど
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
ま

す
。
市
と
し
て
の
対
応
と
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

（
答
）
市
で
は
、
健
康
わ
ら
び
21
計
画
に
基
づ
き

各
種
保
険
事
業
を
行
い
、
国
が
今
回
拡
大
し
よ
う

と
し
て
い
る
乳
が
ん
検
診
、
子
宮
が
ん
検
診
に
つ

い
て
も
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
市
は
、
子
宮
が

ん
検
診
に
つ
い
て
は
、
20
歳
以
上
と
し
て
い
ま
す

が
、
乳
が
ん
検
診
は
、
30
歳
以
上
か
ら
実
施
し
て

い
ま
す
。

新
経
済
対
策
に
係
わ
る
市
の
対
応
は
、
実
施
要

綱
な
ど
通
知
が
発
信
さ
れ
次
第
、
実
施
に
向
け
、

具
体
的
に
周
知
を
図
り
ま
す
。

（
問
）
国
民
健
康
保
険
税
の
納
付
に
つ
い
て
で
す

が
、
正
規
雇
用
か
ら
非
正
規
雇
用
に
切
り
替
え
ら

れ
、
苦
境
に
陥
る
労
働
者
や
、
営
業
不
振
か
ら
収

入
が
減
っ
て
い
る
事
業
者
が
ふ
え
て
い
ま
す
。
収

入
が
激
減
し
た
家
庭
に
は
前
年
度
の
所
得
で
決
ま

る
国
民
健
康
保
険
税
が
過
重
と
な
り
支
払
え
ず
、

そ
れ
が
滞
納
を
生
み
、
や
が
て
長
期
の
滞
納
と
な

る
と
正
規
の
保
険
証
で
は
な
く
、
短
期
保
険
証
や

資
格
者
証
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
本

市
の
国
保
減
免
事
由
と
減
免
基
準
（
範
囲
・
割
合
）

に
つ
い
て
、
又
、
国
保
納
期
回
数
（
普
通
徴
収
）

を
６
期
か
ら
８
期
へ
と
増
や
す
こ
と
は
で
き
な
い

か
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。

（
答
）
天
災
害
等
に
よ
り
所
得
が
皆
無
と
な
り
生

活
が
困
難
に
な
っ
た
者
、
こ
れ
に
準
ず
る
者
、
生

活
中
心
者
が
死
亡
、
重
度
障
害
、
そ
の
他
に
よ
り

所
得
が
減
少
し
、
生
活
が
困
難
に
な
っ
た
場
合
、

税
額
の
50
％
か
ら
１
０
０
％
の
範
囲
内
で
減
免
を

適
用
し
て
い
ま
す
。
納
期
回
数
は
、
現
在
６
期
で

設
定
し
て
お
り
、
変
更
に
あ
た
っ
て
は
、
シ
ス
テ

ム
改
修
が
必
要
と
な
り
、
多
額
な
費
用
と
な
る
の

で
今
後
の
検
討
課
題
と
致
し
ま
す
。

（
問
）
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
化
に
伴
う
市
の
対
応

に
つ
い
て
、
本
市
の
公
共
施
設
、
小
・
中
学
校
等

の
テ
レ
ビ
の
現
況
と
今
後
の
設
置
計
画
に
つ
い

て
、
高
齢
者
・
障
害
者
世
帯
に
対
す
る
相
談
窓
口

の
設
置
と
助
成
制
度
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
下
さ

い
。

（
答
）
市
の
公
共
施
設
の
テ
レ
ビ
は
、
ア
ナ
ロ
グ

が
主
体
で
、
小
学
校
１
６
３
台
、
中
学
校
56
台
、

そ
の
他
公
共
施
設
で
は
58
台
と
な
っ
て
お
り
、
ほ

と
ん
ど
が
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
と
契
約
し
て
い
る
た

め
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
用
に
契
約
を
変
更
し
ま

す
。
高
齢
者
・
障
害
者
世
帯
に
対
す
る
相
談
窓
口

と
し
て
、県
に
「
テ
レ
ビ
受
診
者
支
援
セ
ン
タ
ー
」

を
設
置
し
、
相
談
に
こ
た
え
る
体
制
を
整
え
て
い

ま
す
。
本
市
に
お
い
て
も
派
遣
に
よ
り
、
福
祉
セ

ン
タ
ー
、
高
齢
者
ク
ラ
ブ
等
、
日
程
調
整
し
、
説

明
会
を
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
地
上
デ

ジ
タ
ル
放
送
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
国
の
補
助

制
度
を
利
用
す
る
な
ど
、
経
費
の
節
減
と
合
理
化

を
図
り
、
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

大
石　
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【
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
に
つ
い
て
】

（
問
）
国
内
で
豚
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
症
し
た

後
、
本
市
は
ど
の
よ
う
な
対
応
を
し
た
の
か
。

（
答
）
埼
玉
県
疾
病
対
策
課
・
川
口
保
健
所
及
び

近
隣
各
市
と
随
時
、
情
報
交
換
を
行
い
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
感
染
予
防
対
策
の
広
報
、
備
蓄

物
資
の
管
理
、
妊
産
婦
の
方
へ
の
マ
ス
ク
の
配
布

を
実
施
し
ま
し
た
。

（
問
）
国
内
、
県
内
の
発
症
の
際
、
医
師
会
と
ど

の
よ
う
な
連
携
を
取
っ
た
の
か
、
ま
た
今
後
ど
の

よ
う
な
連
携
を
取
っ
て
い
く
の
か
。

（
答
）
国
内
感
染
を
受
け
、
緊
急
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
対
策
会
議
を
開
催
し
連
携
強
化
等
の
協
議

を
行
い
ま
し
た
。
今
後
も
県
の
行
動
計
画
に
基
づ

き
、
川
口
保
健
所
を
中
心
に
、
医
師
会
、
薬
剤
師

会
、
川
口
保
健
所
管
内
自
治
体
と
の
情
報
交
換
を

密
に
し
適
切
に
対
応
し
て
ま
い
ま
す
。

（
問
）
市
内
発
症
で
市
役
所
業
務
は
ど
う
な
る
の

か
。

（
答
）
通
常
業
務
を
維
持
す
る
事
が
重
要
と
考
え

て
お
り
ま
す
が
、
近
隣
各
市
の
対
応
や
感
染
状
況

等
を
見
極
め
な
が
ら
、
職
員
の
健
康
管
理
も
含
め

適
切
に
対
応
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
問
）
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
、
首
都
圈
・
市

内
で
発
生
し
た
際
公
共
施
設
の
利
用
を
ど
う
す
る

の
か

（
答
）
感
染
の
状
況
に
応
じ
て
県
と
協
議
の
上
、

公
共
施
設
の
利
用
制
限
、
開
催
行
事
の
自
粛
要
請

等
に
つ
い
て
、
対
策
本
部
に
お
い
て
決
定
し
適
切

に
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
問
）
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
時
の
水
道
の
安
定
供
給
や

社
会
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か

（
答
）
本
年
の
新
型
イ
ン
フ
ル
ェ
ン
ザ
出
現
以
前

に
、
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
基
本
に
、
事
業
継
続

上
必
要
な
要
員
及
び
物
資
の
確
保
、
職
員
の
感
染

予
防
措
置
な
ど
の
対
策
を
講
じ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
発
生
時
に
は
様
々
な
困
難
が

予
想
さ
れ
ま
す
が
、
水
を
安
定
供
給
し
て
ま
い
り

ま
す
。

（
問
）
社
会
福
祉
施
設
な
ど
お
年
寄
り
の
多
い
施

設
へ
の
対
応
に
つ
い
て

（
答
）
市
で
は
、
社
会
福
祉
施
設
等
に
お
け
る
感

染
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
、
各
施
設
に
お
い
て
、

注
意
を
呼
び
か
け
る
チ
ラ
シ
の
配
布
や
ポ
ス
タ
ー

の
掲
示
、
入
ロ
に
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
を
設
置
す
る

な
ど
の
対
応
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

（
問
）
一
人
暮
ら
し
の
方
や
一
人
暮
ら
し
の
お
年

寄
り
へ
の
対
応
に
つ
い
て

（
答
）
広
報
蕨
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ
て
、
感

染
の
予
防
を
呼
び
か
け
つ
つ
、
保
健
セ
ン
タ
ー
に

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
相
談
窓
口
を
設
置
し
て
対

応
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢

者
の
見
守
り
の
事
業
と
し
て
、「
福
祉
連
絡
シ
ス

テ
ム
」
や
、
見
守
り
の
効
果
も
期
待
で
き
る
「
配

食
サ
ー
ビ
ス
」
な
ど
を
活
用
し
て
対
応
し
て
ま
い

り
ま
す
。。

（
問
）
保
育
園
の
休
園
、
小
・
中
学
校
の
休
校
は
、

ど
の
段
階
で
実
施
を
す
る
の
か

（
答
）
県
は
、
園
児
や
児
童
、
生
徒
、
教
職
員
が

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
感
染
し
た
場
合
、
保
育

園
・
学
校
を
臨
時
休
校
措
置
と
す
る
方
針
を
示
し

て
お
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
県
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
推

進
本
部
会
議
で
決
定
し
、市
に
要
請
を
行
い
ま
す
。

市
は
要
請
を
受
け
た
後
、
市
対
策
会
議
に
お
き
ま

し
て
休
園
・
休
校
に
つ
い
て
判
断
を
し
ま
す
。

（
問
）
小
中
学
校
で
は
、ど
の
よ
う
な
指
導
を
行
っ

た
の
か

（
答
）
各
学
校
長
は
、
家
庭
で
の
感
染
予
防
の
対

応
に
つ
い
て
の
「
お
知
ら
せ
」
文
書
を
緊
急
に
作

成
し
保
護
者
に
配
布
し
ま
し
た
。
ま
た
、
蕨
戸
田

市
医
師
会
か
ら
「
朝
、
昼
、
晩
の
う
が
い
と
手
洗

い
の
指
導
と
徹
底
」の
要
請
も
あ
り
ま
し
た
の
で
、

各
学
校
の
養
護
教
諭
に
対
し
て
、「
学
校
だ
よ
り
」

や
「
保
健
だ
よ
り
」
な
ど
に
よ
る
感
染
予
防
対
策

の
更
な
る
徹
底
を
図
る
よ
う
に
指
導
し
ま
し
た
。

（
問
）
学
校
対
応
の
行
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
に

つ
い
て

（
答
）
現
在
、
危
機
管
理
の
面
か
ら
、
学
校
の
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
蕨
市
の
計
画
と
の
整
合
性

も
十
分
に
考
慮
し
、
関
係
各
課
と
連
絡
調
整
を
図

り
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
問
）
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
時
、
市
立
病
院
は
ど
の
よ

う
な
対
応
を
す
る
の
か
。

（
答
）
当
病
院
で
は
、
既
に
「
当
病
院
に
お
け
る

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
行
動
計
画
」
を
策
定

し
、
医
療
機
関
と
し
て
可
能
な
限
り
受
け
る
影
響

を
抑
制
し
、
医
療
業
務
を
維
持
し
つ
つ
、
院
内
に

お
け
る
感
染
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
を
講

じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
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